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隣地使用権（令和３年民法一部改正） 

１ 隣地との法律関係は、隣通しの法律関係で

あり、「相隣関係」と呼ばれます。相隣関係

において特徴的なことは、ある土地の所有者

は、隣の土地の所有者に対してある権利を持

ったり、また、隣の土地の存在によって自己

の土地の権利が制限されたりすることです。

本来、土地所有権はその土地の上下に及ぶだ

けですから(民法２０７条)、相隣関係は、土

地所有権の拡張であり、又、その制限である

と言えましょう。 

２ 隣地の利用については、令和３年の改正前

においては、「土地の所有者は、境界又はそ

の付近において障壁又は建物の築造又は修繕

のために必要な範囲内で隣地の使用を請求で

きる」とされていました(改正前民法２０９条

１項本文)。これが、改正により次のようにな

りました。 

  「土地の所有者は、次に掲げる目的のため

必要な範囲内で、隣地を使用することができ

る。ただし、住家については、その居住者の

承諾がなければ、立ち入ることはできない。 

 １ 境界又はその付近における障壁、建物そ

の他の工作物の築造、収去又は修繕 

 ２ 境界標の調査又は境界に関する測量 

 ３ 第２３３条第３項の規定による枝の切取

り」(民法２０９条１項本文)。 

３ 隣地使用権が発生するための要件につい

て、改正前においては、まず、「障壁又は建

物」とれていたのが、「障壁、建物その他の

工作物」とされて対象が広がり、これにより

建物とまでは言えない車庫、物置等も「工作

物」に含まれ得ることになり、態様も築造・修

繕だけでなく「収去」も含まれることになりま

した。 

４ さらに、「境界標の調査又は境界に関する測

量」のための土地使用、及び、今回の民法改正

によって新たに認められた境界を越えた竹木の

枝の切り取りのための土地使用も認められまし

た。 

６ ところで、土地使用の際に隣地所有者の承諾

をとる必要があるかについては、改正前の民法

では「隣地の使用を請求できる」と規定され、

あくまでも隣地所有者に対する請求権として構

成されていたことから、任意の承諾が得られな

い場合は、隣地所有者に対する裁判等によって

その権利を確定する必要がありました。 

 これに対して、改正民法は「隣地を使用する

ことができる」として、使用権そのものを権利

として規定していることから、常に承諾をとる

必要はなくなりました。ただ、隣地所有者が、

土地使用権を主張するものの立ち入りを拒否し

ている場合には、自力救済禁止の要請から、妨

害差止め・排除の請求の訴えを提起する等して

債務名義に基づく強制執行の手続きを採る必要

があります。 

７ なお、隣地の使用をしようとするときは、事

前に、その目的、日時、場所及び方法を隣地の

所有者及び使用者に通知をする必要があり（民

法２０９条３項）、隣地使用の日時、場所及び

方法は、隣地の所有者及び使用者に損害が最も

少ないものを選ばなければならず(同条２項)、

これらの者に損害を与えたときは償金を支払う

必要があります（同条４項）。 
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